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沖縄における道路および道路交通の発達 (資料)羊

上 聞 清

Hi8tOrical Development of Roa.dEl

andRoe.dTranBpOrta.tioninOkinawa

Kiyoshi Uyema

ltisavitalneedoftodaytoestablishacomprehensivehighwaytransportation

planforthefutureneedsinhighwayuseinacommunityregardlesswetherit

isacityoranation･Suchacomprehensiveplancallsforgoodunderstanding

ofhistoriGlldevelopmentofhighwaysandtheirusein thepastbeforeitbeing

followedbyanew planforthefuture.

Totheauthor'Sknowledge,however,itseemsthattherehasnotbeenastudy

whitch dealtwith thedevelopmentofroadsand roadtransportationinthe

RyukyuSaSitsrminsubject.

Withsuchunderstandingtheauthorandhiscoorparatorshavestartedastudy

underthetitlegivenabove.ThestudyisnotcompleteandstillgoingOn.

GiveninthefollowingaSareferencearetileCOntentSOftileStudyperformed

and tlleCllrOnOlogicallistofeventsin thedevelopmentofroadsand road

transportationin Okinawa.

沖縄の道路および道路交通の発達に関して,これまでまとまった歴史的な取扱いをなした

研究がなかったように思う.著者およびその協力者らは,道路交通問題が社会的にクローズ

アップされ重要視されている今日,その実質の理解のためには,過去の道鏡および道路交通

の発達および意義についても知る必要のあることを認めた.そのために表題のような研究を

開始 した.

第二次大戦前の昭和年代における調査の不十分さ,また記録についての実証的な,第二段

階の調査もこれからという現状であるので,この紙面においては詳文の発表を控え,梁料と

して,研究項目と道路交通発達についての知られた範囲の年表を以下に記 した.

A 研究項目について

1. 古代から廃藩置県までの道路交通

(1) 古代の道路交通

(2) 三山統一後の道路交通

l受付:1968年10月31日
* 琉球大学理工学部土木工学科
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(3) 王朝時代 の道路交通

(4) 廃洋置県 の頃の道路交通

(5) 風 水 説

2. 廃藩置県以降大正時代 までの道路交通

(1) 時代 の概観

(2) 明治時代 の道路 および道路交通

(3) 大正時代 の道路交通

(4) 鉄道 と軌道 :その沿革

3. 昭和年代 の道路交通

(1) 第二次大戦前 までの道路交通

(2) 第二次大戦後の道路交通

B 道 路 交 通 年 表

∴酉 歴 (午) 邦 歴 (午) 事 項

1451年 永享23年 国相僚機が長虹軽を築く.

′′′′ ′′ ′′ 首里那覇間における道路改修工事.

1498 明応7年 円覚寺放生池石橋架稀.

1512 永正1C年 一日橋が完成.

1522 嘉浦元年 真玉橋架橋.

1543. 天文12年 参の御赦-の参道の建設.

1620 元和6年 浦添城に通ずる道路改修.

1654 - 慶安7年 首里の石辻に中路を開き始める.

1658 明暦4年 平良大都の道路を改修.

1673 延宝元年 首里城の北に新道開設.

1742 寛保2年 法司官坐千加龍随行.

1750 寛保10年 始許乗加龍用足干老人病人.

1782 天明2年 准新築那覇東村河辺道路.

1883 明治16年 明治穣架設.

1884 明治17年 那覇一首星間道路改修,石畳から砂利道-.

1885 明治18年 首里～与那原間開通し1里4町).

1886 明治19年 那覇～与那原街道開通.

1894 明治27年 沖純鉄道株式会社.鉄道の計画(出麻したが却下).

1895 明治28年 軌道条令制定.

1897 明治3C年 佐敷街道,糸満街道開通,与那原街道改修.

1903 明治36年 人力革,荷車の輸入.
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酉 歴 (午) 1 邦 歴 (午) 事 項

1199S;年 L RmA芸.421:;;:41 工 ≡434… 県道の改修はじまる.

府県制施工,道路費国費より県費に移管.

県会にて軽便県営鉄道敷設を建議,沖縄電気軌道

株式会社設立,糸満街道を県道に認定.

与那原鉄道開通,上記軌道会社一部営業開始,県

i 鉄道現業員練習.

1915 大正4年 那覇-名護間道賂開通,明治橋 (南,北)完成

1916 大正5年1917 大正6年 沖縄電気軌道株式会社が沖縄電気株式会社に権利

を譲渡,沖縄馬車軌道株式会社営業開始 (与那原

～泡瀬).

那覇～首里間電車開通.

1918 岳 大正7年1922 大正11年 糸満馬車軌道株式会社営業開始 (垣花-糸満),

都覇～名護間バス開通.

嘉手納鉄道線竣工 (13哩9分).

1924 大正13年 糸満鉄道線開通 (9哩3分).

1945 昭和20年 沖縄諮絢委員会設立.工務部新設ー

1946 昭和21年1947 昭和22年1949 昭和24年 沖縄民政府創立,工務部に土木課,陸運課設置.

沖縄人による陸運業務開始.

牧港モータープールの設置,民管理全車柄の重修

理工場となる.民政府直営バス業務開始,GMC
2t車20台の使用許可.

国産貨物車輸入,沖縄合同トラック株式会社設立.

1950 昭和25年1951 t 昭和26年 沖縄バス株式会社,協同バス株式会社創立,軍委

託車輪の返納開始,首里那覇間市営バス業務開始.

I…沖縄群島条令第19号 (沖縄陸運条令)交付,沖縄

おわ りに,上記年表作成のため,多 くの文献調査に協力 した高江州義博,宮城盛夫,砂川

昌逸および神村盛事の四君に紙面をもって謝意を表する.


